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１． 会社概要

　（１）　事業所名　　　　有限会社　髙橋製作所

　（２）　設立年月　      1984年(昭和59年)　8月

1993年(平成5年)  10月　　現工場に移転

1998年(平成10年)  10月　　法人化

　（３）　資　本　金 300万円

　（４）　決　算 9月30日

　（４）　代表者氏名　　代表取締役社長　　髙　橋　輝　光

　（５）　所在地　〒455-0054

名古屋市港区遠若町1丁目81番地

　（６）　環境保全関連の責任者及び担当者

環境管理責任者（兼）ＥＡ２１事務局

　代表取締役社長　　　髙　橋　輝　光　

　（７）　連絡先 ＴＥＬ　０５２－６６１－８５５３

ＦＡＸ　０５２－６６１－８５９３

　（８）　事業内容

各種エンジンのスパークプラグの主体金具の加工及び製作

　（９）　事業規模

　　　　活動規模

2． 登録認証範囲

　（1）　対象範囲

全組織・活動

　（2）　レポートの対象期間 2022年10月から2023年９月

　

第25期 第24期

単位

従業員

売上高

主要製品生産量

21/10-22/9

ｍ
２

延べ床面積

22/10-23/9

4.3

4,529

3,300

5.0

ｔ

万円

人

4.0

5,053

5.0

3,300
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3.　実施体制の構築

（1）EA21運営組織図

環境管理最高責任者

環境管理責任者

（兼）EA21事務局

（兼）工場長 (連絡窓口)

（2）役割・責任及び権限

①　社長

・ 環境経営システムの構築の承認をする。

・ 環境管理責任者の任命をする

・ 環境経営方針・環境経営目標の決定及び見直しをする。

・ 環境経営計画の承認をする。

・ 環境経営システムの構築・運用・維持に必要な経営資源（人材・設備・資金）

の準備をする。

・ 緊急事態発生時の統括をする。

・ EA21全体の取組状況を評価し、全般的な見直しを行い必要な指示を行う

②　環境管理責任者

・ 環境経営システムを実施運用し、維持管理をする。

・ 環境経営方針、環境経営計画の立案をする。

・ 環境経営計画の承認をする。推進状況把握と社長への報告をする。

・ 該当環境関連法規等の把握と管理をする。

・ 環境経営システムに関する規定類の整備をする。

・ 環境関連教育、緊急事態を想定した訓練を計画し実施する。

・ 緊急事態発生時の対応実施と社長への報告をする。

・ 社長による環境経営システムの見直しのための情報を提供する。

③　工場責任者(社長が兼務する)

・ 10,緊急事態の訓練結果（記録）、是正予防

・ 該当環境関連法規等の遵守状況を確認する。

・ 教育と訓練を実施する。

・ 緊急事態及び問題点が発生した場合、その応急処置と是正処置を報告する。

・ 監視・測定・記録管理をする。

④　一般従業員

・ 工場責任者の指示のもとに「環境経営方針」に基づいて各人目標に向かって

取組活動を行う。

代表取締役

髙橋輝光

代表取締役

髙橋輝光

業務・製作　　４名 兼経理１名
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4.環境経営方針

　

　当社は自動車等のエンジンの点火プラグの金属部の加工を主とする事業を

通じて、地球環境保全の重要性を認識し、環境経営システムを構築し、

継続的改善をはかり、環境保全に積極的に貢献するよう事業活動を推進します。

　　Ⅰ.事業活動に伴う環境に与える影響を認識し、以下の項目に取組みます。

1． 省資源化の徹底・省エネ活動を通して二酸化炭素排出量の削減に

取組みます。

2． 品質の向上、不良品の削減等に努力し、廃棄物排出量の削減に取組みます。

3． ５ Ｓ活動の向上により節水・リサイクルを推進します。

４． 環境を大切に考える社員の育成・教育を推進します。

　　Ⅱ．環境保全に関する法令を遵守する。

　　Ⅲ．製品加工の品質の向上に努めます。

　　Ⅳ．この方針を事務所内に掲示し、周知徹底するとともに、要求に応じて

　　 　公表します。

制定 2019年10月10日

改定 2020年11月20日

二次改定 2022年1月14日

(有)　髙橋製作所 代表取締役社長

企　業　理　念

行　動　方　針

髙　橋　輝　光

環　境　経　営　方　針

-3-



5．環境経営目標

（１）当社の主な環境負荷について

「環境への負荷の自己チェック」において明らかな通り、当社の主な環境負荷は「温室効果

ガス排出量であります。その内訳は下表の通りです。

（第25期）

CO2排出量 Kg-CO2 割合 (通常単位)

電    力 11,836 93.1% 32,339

ガソリン 847 6.7% 346

L  P  G 81 0.6% 27

12,720 100.0%

上表のとおり、購入電力が概ね　93％、ガソリンが6.7％を占めています。

(2)環境経営目標

購入電力の排出係数は令和5年度キャノンマーケティングジャパン排出係数(0.366kg-CO2/kWh)のを

基準年まで遡って修正しております。化学物質・シンナー等の使用はありません。

第20期基準 第25期目標 第26期目標 第27期目標 第28期目標 前年目

項　目 単　位 17/10-18/9 22/10-23/9 23/10-24/9 24/10-25/9 25/10-26/9 標比率

CO2総排出量 kg-CO2 19,607 18,646 18,460 18,275 18,092 0.99

内)  購入電力 〃 16,519 15,709 15,552 15,397 15,243 〃

ガソリン 〃 2,967 2,822 2,793 2,765 2,738 〃

LPG 〃 121 115 114 113 112 〃

廃棄物総排出量 t 7.13 6.86 6.79 6.72 6.59 0.99

総排水量 m
3

113 107 106 105 104 0.99

不良率の低減 ％ 1.03 0.98 0.97 0.96 0.95 0.99

不良品削減については生産重量１ｔ当たりの不良品（Kg)

（社内での段取り品・工程内規格外品等すべてを含む不良品）

環境経営　目　標

93%

7% 0%

Kg-CO2排出量

電 力

ガソリン

L  P  G
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6.環境経営目標の実績

本年度の環境経営目標の実績は下表の通りです。

基準 目標 A 実　績 B 比率 評価1 評価2

単位 第20期 第25期 第25期 B/A 100.0% 56.0%

17/10-18/9 22/10-23/9 22/10-23/9 100.0% 以下○ 以下○

CO2総排出量 kg-CO2 19,607 18,646 12,720 68.2% ○ ×

内)  購入電力 〃 16,519 15,709 11,836 75.3% ○ ×

ガソリン 〃 2,867 2,822 803 28.5% ○ ○ 納品日減少で減

LPG 〃 121 115 81 70.4% ○ × 温暖化で使用減？

廃棄物総排出量 t 7.13 6.68 0 100% ○ ○ 切削屑の増加

総排水量 m
3

113 107 81 100% ○ ○ 節水できている

不良率低減 ％ 1.02 0.98 0.36 36.7% ○ ○ 加工品質の安定

※評価1は目標比でB/Aが100%以下は目標達成○、評価2は売上原単位評価でB/Aが56.0%

(=当期売上：4529万/基準年売上:8,082万)以下は○、以上は×とする。売上原単位評価２で総排出量・電力で目標を達成できず

原因は低単価の多数量の受注の増加、福利設備の「オフィス・ティー・サーバー」1年間稼働と思われます

廃油がなかったので廃棄物は排出されませんでした。切粉屑はすべて有価物としてます

（1）温室効果ガス排出量について

コロナは終息しましたが、円高・各地の紛争問題等々も全体に影響しています

自動車業界の電動化推進・開発の低迷もあり受注の減少と売り上げは大激減しました。

今後は新しい分野の仕事も視野に入れ今の危機を乗り越えたいと思っております

　　　　　　　年度

項目

原因分析等

ｺﾒﾝﾄ評2

低単価・多数量の

増加

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

総排出量 19,607 18,692 14,831 13,659 13,682 12,720

電力 16,519 15,535 11,976 12,342 12,757 11,836

ガソリン 2,967 3,047 2,751 1,228 847 803

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

kg-CO2

CO2排出量の推移

0.0

100.0

200.0

300.0

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

売上原単位CO2排出量推移 kg-CO2/百万円

総排出量

電力

ガソリン
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（2）廃棄物排出量について（有価物）

　　　　前期に続き大量の切り粉を排出しする製品が増えた。廃却材料の分も合わせ増加しました

　　　　単価的にも抑えられた製品で生産個数は多く稼働時間にも影響を与えています

（3）総排水量

     総排水については特に目標は定めず、総量の把握と節水に努力しております。

（４）段取り品・不良品の重量

.

１３期の調査実績１２０ｋｇから生産重量（納入品）に対する不良品重量の割合％です。

不良率削減は安定して減少しております。今後も引き続き不良品の削減に努力していきます。

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

廃棄物排出量 8.68 7.28 6.82 4.14 5.66 5.56 6.56

0.00

5.00

10.00

t

廃棄物排出量の推移 t

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

総排水量 115 113 97 79 73 76 81

0

50

100

150

m3

総排水量の推移 m3

20期 21期 22期 23期 24期 25期

実績 0.85 0.62 0.55 0.53 0.39 0.37

0.00

0.50

1.00

%

不良率重量%
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7.環境経営計画及びその取組結果とその評価、並びに次年度取組内容

責任者       工場長

環境目標 活動計画の内容 取組対象 担当 取組結果 評価

・昼休み消灯､冷暖房温度 夏28℃冬20℃ ・冷房守れなかった。消灯全社員徹底 △

　夏.業務開始時一定時間外気取入off ・提示終了前30分エアコン停止。 ○

・エアコンフィルターはこまめに清掃する ・６月１２月に実施 ○

・エアコンの室外機の定期点検 ・点検頻度　　6回/年 〇

・省エネ電気器具の検討 機械設備 ・工場内の照明の一部をLEDに ○

・待機中の機械の電源OFF NC旋盤等 ・待機時間の長いものに限り実施 ○

・ムリ、ムダ、ムラのない運転 ・実践できた ○

・低公害車の導入 ・燃費の良い車両を購入 ○

・分別の徹底及び整理整頓 ・５S活動により整理整頓できた ○

・縮小コピー､両面コピー ・一部の書類で実践 ○

・メールの活用 ○

・主として生活用水のため ・努力目標とする。(節水) ○

　節水に努力し、数値目標は特に定めず ・手洗時の節水（出しっぱなし）に注意 ○

・排水口、排水路の清掃 ○

・切削バイトの精度､研磨の品質維持 解り易い標準書の作成 △

・測定ゲージの工夫 ツールの改善、測定具の工夫 △

・まとめ加工可な能生産計画立案 段取り時間の節約 △

･対応手順の訓練実施 ・年一回の避難訓練を実施 △ ・平素の防火取扱い、点検訓練に重点

・各種警報,避難指示発令時の対応手順 ・情報収集,と社内規定の整備 △ ・南海トラフ地震・津波を想定

・日常安全点検 ・各油種取扱い社内規定の整備と遵守 〇 ・通常の防災訓練

2023/10/14

次年度の取組内容

継続

継続

環境活動計画

V 緊急事

態の訓練

Ⅳ品質向

上,不良率

の低減

化石燃料

全員

全員

継続

継続

継続

全員

ⅠCO2排

出量の削

減

製造

全員

電力・照明

経理担

当

Ⅲ総排水

量の削減

Ⅱ廃棄物

削減
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　　　　（１）環境関連法規の順守状況 更新日：2023年１0月１4日

法規・条例 法規等の遵守内容 届出先・委託先 備　考 チェック

1. 市民の健康と安全を確保する ・騒音

環境の保全に関する条例 　　昼間（8～19）45dB 自主的に規制値遵守 第一種住居地域

小規模騒音発生施設に関する基準 　　朝夕（6～8，19～22）40dB 　夕・夜操業せず

　　夜間（22～6）40dB 　（愛知県基準）

・振動

　　昼間（7～20）60dB

　　夜間（20～7）55dB

2. 産業廃棄物の処理 排出事業者の責務

　及び清掃に関する法律 ①委託契約書の維持 収集運搬業者/処分

　・許可証の期限は有効か 業者と締結

廃棄物の適正な処理の促進に 　・委託単価明記

関する条例 　・最終処分場の情報明記

②ﾏﾆﾌｪｽﾄ返送期限の遵守 担当者/返送期日を明記。 レ

　・B2/D票　　　90日以内

　・E票　　　　　180日以内

③産業廃棄物管理票交付等状況報告書提出 名古屋市

④廃棄物置場表示 廃棄物置場に表示 レ

　・掲示板（60㎝×60㎝以上）

　・収集時の立会と確認

⑤産業廃棄物の処理委託先の確認 委託先を実地確認する （有）水谷ケミカル

　・毎年1回実地確認し,記録を維持する 30年3月1日確認

3. 消防法 危険物の管理 切削油、潤滑油 置き場の整理

消化器の設置 作動油、洗い油 消火器位置表示

4. 自動車リサイクル法 使用済み自動車の引渡 廃車時に専門業者へ委託 実施状況チェック

5. 家電リサイクル法 使用済み家電の引渡 廃棄時に専門業者へ委託 実施状況チェック

（ﾃﾚﾋﾞ、冷蔵庫、ｴｱｺﾝ、洗濯機・乾燥機）

6. フロン排出抑制法 廃棄時のフロンの適切な措置 廃棄時に専門業者へ委託 実施状況チェック

（第一種特定製品） 簡易点検の実施 チェック表で管理

　　　（２）違反・訴訟の有無

　　　　　　　　　　　　　　　　関係機関からの違反等の指摘、利害関係者からの訴訟は過去3年間ありませんでした。

レ

　　8.法規制等一覧及びチェック表

レ

記録類は、全て5年

間保管

レ

―

レ
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9．　代表者による全体評価と見直しの結果

（１）見直しに関連する取組状況について

2023/11/16 環境管理責任者　　髙橋輝光

No

1 エコアクション２１文書、記録等 本年度の【記録・文書】として作成しました。

2 環境経営目標及び目標達成状況 目標は購入電力・売上比で目標を達成できませんでした

3 環境経営計画及び取組実施状況 レポートに記載の通りです。

4 環境関連法規要求一覧及び遵守事項 【記録・文書」に記載の通りﾁｪﾂｸし、問題はありません。

5 外部コミュニケーション・対応記録 特にありませんでした。

6 問題点の是正・予防措置の実施状況 環境経営目標の未達成項目について是正報告しました。

7 取引先、業界、関係行政機関。その他 特にありませんでした。

8 前回現地審査時の指摘事項への対応 書類等のとりまとめ、整理しました

（２）代表による全体評価及び見直し結果と指示について

全体評価について

2023年11月16日 代表取締役社長　髙橋輝光

No
変更の

必要性

1 環境経営方針 有・無

2 環境経営目標 有・無

3 環境経営計画 有・無

4 実施体制 有・無

5 その他のシステム要素 有・無

項　　　目 評価・コメント等

見直し項目 「有」の場合の指示事項等

第25期はコロナ禍も終息し社会が回り始めましたが、製造業とりわけ自動車業界の電動化・円高・ウクライナ情勢等の影響

よる、部品調達からの製造縮小で受注につながる状況は非常に厳しい状態は続いております。しかし夏以降レース用の受注

が戻っております。エコアクション２１では電力購入で売上当たりでの環境目標を達成することができませんでした。ガソリン消

費は納品が週１回になったことで大きく減少しました。今期も廃油がなかったので廃棄物の排出は「ゼロ」としました。切粉屑

はすべて有価物としてます。安定生産に不可欠な不良率削減は安定して減少しております。来期は電気代・工具器具備品

の大幅な値上げが予想され、雇用を守るためにも新たな製品の受注に向け努力をしていきたいと思います。環境活動計画の

実施状況・環境法令等の遵守状況は問題ありませんでした。今後も引き続き「環境経営計画」に基づいて継続的に取り組

んでまいりたいと考えております。
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